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日程2004年9月11日(土)・12日(日)

会 場 福 岡国際会議場(福 岡市博 多区石城 町2-1)

第1日(9月11日)第1部 講演

午後2:00

2:10～3:10「遣隋使 と遣唐使 」

礪波 護(大 谷大学教授 ・京都大学名 誉教授)

3:30～4:30「 漢 唐 問の東アジア世界 にお ける中 日関係 とその変遷」

牟發松(華 東師範大学教授)

第2日(9月12日)第2部 シンポジ ウム

午前10:00～12:00第1セ ッシ ョン 「古代東ア ジア世界 の交流 と変容 」

「魏晋南北朝時代 にお ける世界秩序の変動 と古代 日本」

川本芳昭(九 州大学)

「日本 と白村江 の戦 い一政 治決 定 と軍事行動 一」

韓 昇(復 旦大学)

「東 ア ジア にお け る律令施 行域 と冊 封関係 一亀趺 碑 を題材 と して一」

平勢隆郎(東 京大学)

午 後1:00～3:00第2セ ッシ ョン 「朝鮮の文化世界 一交流 と変容 の精華 一」

「韓国古代 の犠 牲礼 と伝統」 辛 鍾遠(韓 国精神 文化研究院)

「東洋 の宇 宙論　 龍 の造形 と象徴　 」 姜 友邦(梨 花 女子 大学)

午 後3:15～5:15

第3セ ッシ ョン 「元朝 をめぐる東 アジア世界の交流 と変容」

「高麗 王家 と大元 ウルス」 森平雅彦(九 州 大学)

「日元関係 と博 多」 佐伯弘次(九 州 大学)

「大元の記憶 」 森川哲雄(九 州 大学)

以 下 に、そ の際 の公 開講 演、お よび第1セ ッシ ョンでの報告要 旨を掲載

す る。

九州 大学では現在 、21世 紀COEプ ロ グ ラム(人 文科学)一 採択題 目一 「東

ア ジア と日本:交 流 と変容」が稼働 中である。 その一環 と して下記 スケジ

ュール で国際シ ンポ ジュウム 「東 アジアにおける交流 と変容」 が開催 され

た。



遣隋使と 遣 唐 使

礪 波 護

は じ め に

ご紹介いただきました礪波護です。今から四十数年前に京都大学で東洋

史を専攻 し、卒業論文と修士論文のテーマを、唐代から五代にかけての律

令体制の崩壊期を対象に選び、財政機構 と律令体制の変貌の諸相、使職す

なわち令外の官の出現過程を跡付けました際、渉猟 しま した先学の研究論

著のなかで最 も有益であったのは、九州大学教授であった 日野開三郎先生

の業績でした。当時、 日野先生の論著に蟷螂の斧を振 り上げたのですが、

先生はこの若造の論文に対 して、懇切な教示を惜 しまれませんでした。今

回、九州大学21世 紀COEプ ログラム 〈東アジアと日本…交流 と変容〉の
一環 としての国際シンポジウムでの講演 を川本芳昭教授か らお電話で依頼

されました時、頭に浮かびましたのは日野先生への恩返 しとい うことで、

たいへん光栄なこととして、快諾 させていただいたのです。

二 日間にわたる国際シンポジウム 〈東アジアにおける交流 と変容〉の初

日に、旧知の牟發松 教授 とともに、太宰府ゆか りの当地、ここ福岡国際会

議場で遣隋使 と遣唐使 について講演する機会を与えられたわけですが、ほ

ぼ四半世紀前、文化大革命が終わり、発足したばか りの唐史学会の会長で

ある武漢大学の唐長儒先生が、京都大学人文科学研究所に、初めての外国

人客員教授 として、四ヶ月間滞在 された際、万般のお世話をさせていただ

いたのが私ですが、牟發松 教授は高先生の高弟のお一人 とい う因縁です。

本論に入 りまして、お手元の 「要旨」に沿って、お話させていただきま

す。

拙著 『隋唐帝国と古代朝鮮』(〈 世界の歴史6>中 央公論杜、一九九七年

刊)の 第1章第3節 「日本人が憧れた晋唐の文化」の 〈『死者の書』が描 く大

伴家持の関心〉の項で、国文学者で歌人の折口信夫が釈追空のペンネーム

『死者 の書』 が描 く太宰府



で書いた、私の愛読書たる 『死者の書』の所説を紹介 し、七五九年春の彼

岸の頃、主人公である南家の郎女が、父か らの心づ くしの贈 り物の中で、

いちばん嬉 しかったのは、唐の玄宗 が永徽元年、西暦六五〇年に訳 した『称

讃浄土仏摂受経』一巻、つまり新訳の 『阿弥陀経』であったことを特筆 し

ま した。その折に文脈の上から書き漏らさざるをえなかったのが、

国の版図の上では、東に偏 り過ぎた山国の首都 よりも、太宰府は、遥

かに開けてゐた。大陸から渡る新 しい文物は、皆一度は、この遠の宮

廷領を通過するのであつた。唐から渡つた書物などで、太宰府ぎりに、

都まで出て来ないものが、なかなか多かった。

学問や、芸術の味ひを知 り初めた志の深い人たちは、だから、大唐ま

では望まれぬこと、せめて太宰府へだけはと、筑紫下 りを念願するほ

どであつた。

とい う文章です。小説の世界とはいえ、折 口が極めて重視 した太宰府ゆか

りの当地で、遣隋使 と遣唐使について講演するのは、私にとって殊のほか

嬉 しいことなのです。実は決定版 〈折 口信夫全集〉巻13巻 の月報に 「『死

者の書』と 「身毒丸」と」と題する文章を寄稿 した機縁で、五年前に中公

文庫版の 『死者の書』の改版に当た り、「身毒丸」を追加 して 『死者の書

身毒丸』 と改題 し、表紙カバーを何にするかについての相談を受け、入

江泰吉撮影の 「大津皇子の眠る二上山」は如何ですか、とい う私の提案が

採択されたのでした。

倭の五王による使節派遣の時期には、倭国が南朝の宋による、冊封体制

の中に組み入れ られていま したが、使節派遣の記録が残っていない南北朝

後半の一二〇年の空白をへて、遣隋使 と遣唐使が活躍 した時期には、倭国

とそれを改称 した日本国は、冊封体制の中に組み入れ られていなかった史

実に、注意を喚起 しておきたいと思います。

海西 の菩 薩天子 は階文帝 を指 す

拙著 『隋唐の仏教 と国家』(中公文庫、一九九九年刊)に 再録 した 「隋唐

時代の中国と日本の文化」でも述べたように、隋の文帝楊堅は、北周の武

帝によって断行 された仏教と道教に対する禁圧を撤回し、無宗教政治の下

に潜伏 していた人びとの不満を解消 しました。その文帝が中国全土を再統
一 した開皇二十年、西暦六〇〇年に倭王が使者を派遣して、長安の宮廷に

到着 したという記事が、『隋書』倭国伝に見えます。日本側の 『日本書紀』

などには記録はありません。数年後に、冠位十二階の制定などの国内改革

をなしとげた聖徳太子は、小野妹子 らを階に派遣 しました。遣隋使 の小野

妹子 らは大業四年、六〇八年三月に、時あたかも洛陽に滞在 していた煬帝



に謁見 しました。『隋書』倭国伝には、まず倭の使者が

聞くならく、海西の菩薩天子、仏法を重ねて興す、 と。故に遣わして

朝拝せ しめ、兼ねて沙門数十人、来りて仏法を学ば しむ。

と述べ、次ぎに国書が 「日出つる処の天子、書を日没する処の天子に致す。

悪なきや」とい う文言で始まっていて、煬帝 が不快感を表 した、と記録 し

ています。鹿児島大学にお られた増村宏ほか多くの先学が論及 されていま

すが、何に対して不快感なのかははっき りしません。

海西の菩薩天子 とは、仏教の復興に尽力 した晴の文帝(在位五八一～六

〇四年)を 指 します。その仏教を極めて重視す る統治策を朝鮮半島を通 じ

て知った聖徳太子が、大いに憧れ、統治策を学ぶために遣隋使 を送るに際

して、数十人の仏教僧たちを同行させ、本場の仏教事情を視察させようと

したのであって、文帝がすでに数年前に没 して、次男の煬帝 が即位 したニ

ュースは伝えられていなかったのです。あるいは父の文帝と間違えられた

ことに対する不快感が根底にあったのかも知れません。

小野妹子は、隋使の斐世清と随員十二人を伴ってここ筑紫に帰着 しまし

た。斐世清が一緒だとの思いがけない朗報をきき、慌てて難波津におかれ

た迎賓館のひ とつ高麗館の近くに、新 しい館を建造しました。難波から、

出迎えをうけて飛鳥の海石榴市に到着 します。海石榴市は大和川の上流、

山の辺の道の南端、現在の奈良県桜井市にありました。 日本最古の市が開

かれ、また求婚の場 として歌垣が行われた地で知 られ、跡地には 『万葉集』

の問答歌 「紫は灰指すものぞ海石榴市の八十のちまたに逢へる児や誰」を

今東光が揮毫した小さな石碑が据えられています。それはさておきまして

『隋書』倭国伝には、朝廷で斐世清を謁見した倭王が大いに悦んで述べた

言葉 として、

我れ聞くならく、海西に大階礼義の国あ りと。故に遣わして朝貢せ し

む。我れは夷人、海隅に僻在 して、礼義を聞かず。ここを以て境内に

稽留し、即ち相見えず。今故らに道を清め館を飾 り、以て大使を待つ。

翼 くは大国維新の化を聞かんことを。

と記録 しています。隋 の皇帝が、仏法を重ねて復興 した菩薩天子の文帝で

はなく、仏教にやや冷淡な煬帝 であると知った以上、外交辞令を 「我れ聞

くならく、海西に大階礼義の国あ りと。故に遣わして朝貢せ しむ」と改変

したのは当然の配慮だったのです。

ところが、二〇〇一年十一月に、NHKの テレビ番組 として歴史 ドキュメ

ン ト《隠された聖徳太子の世界～復元 ・幻の 「天寿国」》が放映 され、翌

年二月に大橋一章 ・谷 口雅一共著 『隠された聖徳太子の世界一復元 ・幻の

天寿国』(NHK出 版、二〇〇二年刊)が 刊行 され、聖徳太子が憧れた中国の



菩薩天子は隋 の煬帝 であって、「文帝が篤い仏教信者だったことは確かだ

が、煬帝 はそれ以上に篤い信者だった」 とい う説が喧伝されました。

しかし、隋唐初の法琳撰 『辮正論』巻三の、階の仏教に関する統計記事

によっても、このような説は成 り立ちません。夙に塚本善隆が明快に指摘

したごとく、隋書 倭国伝の 「聞海西菩薩天子、重興仏法」 と密接に関連す

る文言が、仁寿と改元 した六〇一年の六月十三 日、文帝還暦の誕生日の当

日に出された詔勅の冒頭に 「朕帰依三宝、重興聖教」とあり、「重興仏法」

は文帝一代の治世そのものをさす言辞であって、文帝の詔勅などの文中に、

しばしば見られます し、王勘述 『晴祖起居注』に、智仙尼によ り般若尼寺

で養育 された帝が、後に果た して山東より入 りて天子 とな り、「仏法を重

ねて興す。みな尼の言のごとし」とあるのです。晴の文帝の誕生説話は史

実ではない、と言 う説もありますが、今回のシンポジウムに参加されてい

る韓昇教授は、著書 『階文帝伝』(一 九九八年、人民出版社刊)の 第二章第
一節 「"那羅延"的 誕生」で、ほぼ事実である、と論 じています。

遣唐 使 が将 来 した文化 と将来 しなか った文 化

隋使の斐世清 らの帰国に際 し、小野妹子を大使 として階に派遣するとと

もに、学生 として福因や高向玄理、学問僧 として 日文や南渕請安 ら合わせ

て八人を随伴 させました。 日文は帰国後は僧異と称 しま した。十年後の六
一八年に、晴王朝が滅亡 して唐王朝が成立すると、遣隋留学生は、自動的

に遣唐留学生となって しまいました。かれ らの留学期間は二四年 とか三二

年 という長期に亙 りました。長安の地で唐初の律令体制が整備 されていく

雰囲気を肌で体験した留学生たちは、帰国するや、唐の政治体制に関する

知識を中大兄皇子や中臣鎌足に伝授 しました。中大兄 と鎌足が六四五年に

〈大化改新〉の新政府を樹立するに当たって、帰国 した留学生たちが、重

要な役回 りを演 じるのです。

政府から任命されて二船あるいは四船からなる船団をくみ、唐王朝に公

式に派遣 された遣唐使は、六三〇年に出発の第一回から、八三九年に入唐

の最後の第十七回まで二百余年に亙 り、八九四年の菅原道真による中止を

もとめた上表以後、再び任命 されませんで した。この機会に遣唐使の歴史

を振 り返 り、特記すべき話柄を挙げておきます。

七〇二年に長安に到着 し、「倭国の使」ではなく、初めて 「日本国の使」

を名乗った粟田真人は、中国の古典をよく理解できるのみならず、立ち居

ふるまいが温雅だとい うので、評判とな りました。その一行に遣唐少録 と



して加わった山上憶良は、唐の地で、「いざ子 ども早 く日本へ大伴の御津

の浜松待ち恋ひぬ らむ」 という短歌を作 りました。この短歌について、吉

田孝 さんは、『日本の誕生』(岩 波新書、一九九七年刊)で 、『日本古典文

学大系 ・万葉集』が 「日本」を 「大和」と書き直 しているのを非難 してい

ます。なお粟田真人や山上憶良が到着した七〇二年は、則天武后によって

唐王朝が乗っ取 られて、周王朝が支配していた時期ですから、正確には遣

唐使ではなくて、遣周使 というべきかも知れません。当時の 日本の都は飛

鳥ではなくて藤原京でした。今朝の各種の新聞に大きく掲載されています

ように、藤原京の北の京極が発見され、藤原京の範囲が二十五万平方キロ

であることが確定 したそうです。古代最大の都であり、宮城が階や唐の都

である長安や洛陽のような都の北端ではなく、中央部に位置 していたこと

にな ります。

玄宗治世の開元五(七 一七)年 、留学生の吉備真備や阿倍仲麻呂を随員

に加 えた遣唐使は、外交を担 当する鴻臆寺で儒教を学び、のちに大量の書

籍を買って持ち帰ったことが、唐で話題になりました。鴻腫 とい う言葉、

こちらでは珍 しくないのですね。今朝地下鉄の駅で、来週末には鴻臆館跡

の特設ステージで、野村万之丞のプロデュースによる 「はかた楽劇 鴻櫨

館物語」が行われるというポスターを見ました。

この遣唐使一行が道教に熱 を入れる玄宗に配慮 してでしょう、孔子廟堂

と寺観、すなわち仏寺と道観への礼拝を願った記録 「鴻臆寺奏。 日本国使

請。謁孔子廟堂。礼拝寺観。従之」が、『冊府元亀』の巻一七〇 〈帝王部

来遠〉 と巻九七四 〈外臣部褒異〉の開元五年十.月乙酉の条に残されていま

す。

今回の総合課題 〈東アジアにおける交流 と変容〉を 〈遣唐使が将来 した

文化と将来 しなかった文化〉に置き換えてみます。将来 した文化 ・文物 と

しては、大量の仏像 ・仏典をは じめ、山上憶良が持ち帰った性愛小説 『遊

仙窟』や、吉備真備の将来品 『唐礼』・『東漢観記』・楽器 ・書跡など、枚

挙に暇はありません。 しかし将来 しなかった文化 ・文物として、第一に挙

げるべきなのは、仏教に刺激をうけて隋唐 時代に盛んとなっていた道教を

意図的に拒絶 した史実です。『唐大和上東征伝』やそれ に依拠 した井上靖

の 『天平の葺』が述べているように、伝戒の師として鑑真を招聘する詐可

を求めた際、玄宗は鑑真 とともに道士を連れていくように命 じましたが、

娩曲に断 り、一行中から春桃源ら四人を唐に留めて、道士の法を学ばせる

ことにしました。のちに春桃源らが帰国したとい う記録はな く、おそ らく

唐土に骨を埋めたのでしょう。

また将来 しなかったと言 うよりも、将来できなかった文物 ・書物もあり



ます。浙江 大学 日本文化研究所所長の王勇教授が提唱しているように(共

編著 『奈良 ・平安期の日中文化交流一ブ ックロー ドの視点から』農山漁村

文化協会、二〇〇一年刊。また王勇教授特別講演会記録集 『ブックロー ド
ー書物による文明の伝播 ・変容 ・成熟』農山漁村文化協会、二〇〇二年刊)、

日本と中国の文化交流は 〈ブ ックロー ド〉 と呼ぶのが適 当なのですが、最

後の遣唐使船に円仁 と一緒に入唐 した円載、かれについては宮崎市定 『日

出づる国と日暮るる処』(星 野書店、一九四三年刊。のち中公文庫、一九

九七年刊)所 収の 「留東外史」 と佐伯有清 『悲運の遣唐使一 円載の数奇な

生涯』(吉 川弘文館、一九九九年刊)が 詳 しいのですが、この円載は唐の

女性 と結婚 し、在留四十年ののち、八七七年に数千巻にのぼる典籍をたず

さえて、唐の商人李延孝の船に乗って帰国す る途中、大暴風雨に遭い、経

巻 ともども海の藻屑とな りました。若 しこれらの仏典が無事に将来されて

いたら、或いは日本の仏教界はかな りの変容をうけたかも知れないのです。

そして道教ではな く仏教であっても、数年前に講談社刊の『日本の歴史』

第03巻 の月報に書いたことなのですが、半跡思惟像の弥勒菩薩は、右手を

頬に当てて左足は伸ばし、右足を曲げて組む姿 しか、日本や朝鮮半島に伝

わらず、また如意輪観音の中に取り入れられていますが、二〇〇〇年秋に

東京国立博物館で開かれた 「中国国宝展」に展観 された二対の弥勒菩薩に

よって明 らかなごとく、北斉から唐にかけての中国では、左右対称の一対

の半跏思惟像が流行 しましたのに、 日本には変容を うけて片方 しか伝えら

れなかったことも注目すべきで しょう。

もう時間がありませんが、パ リのビブリオテーク ・ナショナルやロン ド

ンの大英図書館ではなく、 日本の各地に所蔵 されている敦煌写経について

触れておきます。

昭和十年(一 九三五年)、 三井家什宝展観が開かれ、敦煌 出土と銘打っ

た仏典八点が公開され、仏典の二番 目が 「華厳経 巻第四十六 北魏延昌

二年写」で、図版に巻末八行 と奥書の写真が掲載されま した。 この写経が

紹介 されます と、北魏の古写経 という点よりも、隋開皇三年五月の宋紹演

の納経発願の中の 「又願亡父母託生西方天寿国、常聞正法」 とある文面に

より、学界の注 目を浴びることにな りま した。願文の 「託生西方天(元?)

寿国」が、斑鳩の中宮寺伝来の天寿国繍帳にかかわる『上宮聖徳法王帝説』

に 「応生於天寿国之中」 とある文言との類似に関心が寄せ られたのです。

さきほど話題 にしましたテ レビ番組 《隠された聖徳太子の世界～復元 ・幻

の 「天寿国」》で、三井文庫蔵の華厳経を取 り上げ、天寿国は阿弥陀浄土

である、とい う説が強調 されましたが、この華厳経は偽写経であって 「西

方天寿国」を証明する史料には使えないのです。二〇〇三年に三井文庫蔵



の華厳経に関する研究史上、画期的な成果である赤尾栄慶編著 『敦煌写本

の書誌に関する調査研究一三井文庫所蔵本 を中心 として一』(京 都国立博

物館)が 公表 され、同書所収の石塚晴通 嘩 厳経巻第四十六の問題点」は、

この写経を 「手の込んだ近代の偽写本の一である」 と断定してお り、同じ

く赤尾栄慶 「書誌学的観点から見た敦捏写本 と偽写本をめぐる問題」(『佛

教藝術』二七一号 〈敦煌学の百年〉)に は 「西方天寿国」ではなく 「西方

元寿国」と筆跡鑑定する根拠が示されてお ります。

なお近刊の拙稿 「天寿国と重興仏法の菩薩天子 と」(『大谷學報』第八十

三巻第二号、二〇〇五年)に 、今回の講演の論拠をやや詳しく述べていま

す。

ご清聴ありがとうございま した。

漢唐間東 亜 世 界 的

中 日関 系 及 其 変 迂

牟發 松

1.中 日両国的交流,如 果杁西汲后期倭人遣使双床浪郡算起,至 唐亡釣一

千年(公 元前1世 妃?-907)。 在逮一千年中,此 前早己存在的文化交流,

更加旦著和密切起来,井 因双方国家的介入不断加強,至隋唐 吋代,以 遣晴、

唐使力梅志,日 本全面引遊中国文化,杓 成中日交流史上的第一次高潮。(男
一次高潮出現在近代,即 日本明治多住新特別是中日甲午哉争之后升始的中国全面学刀

日本的高潮,准 碗地悦座核是中国通冠日本中鞍,引 逃和敷法西方的文化制度和科学

技木,勉 力走向現代化之路。当吋日本以双字成批量地悸介近代西方的人文社会科学

和自然科学技木木漕,后 来又被成批量地引入中国,正 如汲唐同中国成批量地双犀西

方佛典,后 来遠些測条佛教洞浩又随着汲字被成批量地引送到日本一祥)

2.在 遠一千年中,中 国方面,大 一銃的秦双帝国杁穏固走向衰落,中2EPt

晋南北朝数百年劫蕩分裂,最 后又重リヨー銃,形 成強盛的隋唐 銃一帝国。日

本列島則杁酋長林立,漸 次走上銃一之路,及 至7-9世 多己,以 大化革新力契

机,鋒 奈良吋代到平安吋代前期,日 本形成了強大的中央集板,自 立干奈亜

列国之林。就遠一千年的中日美系而言,量 然交流及其影ロ向忌是相互的、双

向的,但 由子当吋中国文化略略領先,因 此丙国同的交流主要表現力日本対



中国文化 的汲取和接受,中 国文化対 日本的影駒辺近超這 中国所 受 日本文化

的影哨。甚至不妨悦迭一千年 的 日本坊史,就 是向接直接地 、 日益加 速地吸

取 和模彷 中国文化,井 通違消化 和改造"唐 夙文化",升 始創造独具 日本 民

族特 色 的"国 夙文化"的 房史 。(在 公元八世妃以前所愕"醐 史吋代",有 美日本

房史的文字妃載,主 要児干中国的文献,日 本最古的史椙 《古事范 》、《日本需究》,

也是模彷中国史籍井主要以汲文撰成。)逮 一 吋期的 日本尻 史,不 仮是在 中国文

化的影駒下被 創造 出来的,而 且也 是 以中 国文字被范 景下来的 。(正 因力"醐

史吋代"有 美日本厨史的范剥 又見干中国文献,既 敏乏参照,又 零散而元系統,所 以

逮一段房史留下了杵多千古不解之謎,対 考古友掘資料的岡経也帯来渚多困唯,然 而

假若没有中国文献中的珍貴妃載,迭 一一段 日本房史勢必更加荘然,不 可考稽。在逮秤

意文上,如 果悦研究迭 一段日本坊史,主 要就是研究中日美系史,似 不力述)。

3.汲 唐向的中日美系,与 奈亜地区的所史友展具有内在的密切美朕,奈

亜渚国厨史的相美性,中 日学界的前輩学者,如 隊寅恪、内藤湖南、前田宜

典渚氏,均 有卓越研究。其中西島定生氏杁力,"奈 亜世界"的 形成,即 奈

亜政治、文化的一体化,肇 端子丙汲,形 成干六朝,完 成子隋唐 。奈亜世界

形成之后,"朝 鮮三国及倭国要各自孤立地展升其房史,己 鑑不可能。他佃

相互向鋒常随着中国王朝的初向而推展其坊史"汲 唐同一千年的中日美系及

其変迂,正 是以"奈 亜世界"的 形成力背景的。丙国交流得以友生的劫因,

推劫交流不断前送的劫力,既 来源干同吋又牽劫着奈亜世界的全局,而 不仮

仮局限干中日双迫之向。所謂"奈 亜世界"的 地理萢園,依 西島定生氏的没

定,是 指"以 中国力中心,包 括其周透的朝鮮、日本、越南以及蒙古高原与

西藏高原中向的河西走廊地区奈部渚地域",但 就本文所槍,主 要指中国和

圷 日本海的朝鮮半島(北 及黒尤江以南、以奈地区)、 日本列島地区。圷 日

本海地区大抵相当子双唐吋期的"奈 夷"所 在,不 道宜到階朝建立(581),

在中国統治者的視野里,倭 人在奈夷渚族中井不特別重要,甚 至長期被忽略。

《史范》中所兄司弓迂対秦双周迦蛮夷世界的了解,就 奈方而言便只知有朝

鮮而不知有 日本。《汲需》中美干日本的范述,不 冠是在槍述朝鮮半島汲牙

浪郡夙俗吋附帯悦了19介 字而 己。事実上在相当長的房史吋期内,日 本都

是假手朝鮮半島接牧中国文化。隋唐 以前日本列島上的政枳主劫向大陪政枚

遣使朝貢,根大程度上也是出干凋整日本列島和朝鮮半島同政治美系的需要。

隋唐丙朝中日之向的交流 日超密切,亦 与奈亜国阪美系特別是与朝鮮半島的

形勢不元美朕。(中国固是奈亜的中心,朝 鮮半島則是奈亜的枢紐,値 得注意的是,

房史上中日之向所爆友的几次大規模哉事,至 少一半与朝鮮半島有美。測身干西辺大

陪、奈迫日本以及北亜游牧地区的多稗勢力之同的朝鮮半島,只 有対干大陪政枚,深

渚"以小事大之礼",在各神勢力同善干"折 沖尊姐",オ 能在矛盾的渡渦中求得生存,



錐持平衡,而 遠也是床亜世界存立的基石出。)

4.就 双唐周迫四夷而言,唯 奈夷被杁力"天 性柔順,昇 子三方之夕卜"(《汲

椙地理志》),不 像戎、蛮、秋,尤 其是北秋,劫 輻"作 梗"犯 迫。《悦文解

字》羊部"莞"字 条,称 莞"杁 人,杁 羊",蛮"杁 虫",秋"杁 犬","唯

奈夷杁大,大,人 也。夷俗仁。"史載奈夷多力定居之衣並民族,"率 皆土著
","力 佃作","宜 五谷";渚 国"或 冠弁衣錦,器 用姐豆",其 中尤以"朝

鮮力大,得 箕子之化,其 器物狙有礼牙",晴 吋号称"冠 帯之境","好 尚

姪木,愛 牙文史,游 学干京都者,往 来鑑路"。正是由子長期蕪陶中国文化,

加之地壕仇勢,故 朝鮮半島在奈夷地区内被率先納入以晴朝力中心的奈亜政

治、文化圏。同属奈夷的倭国,情 況則有不同。《三国志倭人佳》所描絵的
"鯨 面文身"、峡乏礼侠、制度没施筒随、社会友展原始的倭国形象,坊 丙

晋南朝,渚 史所載元多改変,只 是増加了倭国遣使来朝的内容而己。但 《晴

需倭国佑》所載,却 昼示出重大的変化。其一,日 本作力奈夷地区内的大国

地位得以晩立、"新 夢、百済皆以倭力大国,多 珍物,井 敬仰之,恒 通使往

来。"其 二,倭 国的文化面貌和制度建没遊歩量著,"敬 佛法,干 百済求得佛

径,始 有文字",年 情夙俗"略 与隼同";"其 王始制冠";建 立了相当干階朝

中央内官和地方牧宰、里正的取官体系。其三,派 出多次遣隋使 。美干遣晴

使,特 別是囹箋着国需同題,留 下了渚多疑点,学 界迄今未取得一致意児,

但遣隋使 反映了倭国如下新劫向,似 座元昇双,(1)当 吋正赴干大化革新以

及籍以礁立古代天皇制国家的前夕,倭 国"翼 同大国惟新之化",対 引遊中

国文物制度以及佛法,有 着如筑似渇的迫切;(2)此 前倭国量長期通使中国,

但対中国制度文物的引違,主 要通這朝鮮半島中鞍,遣隋使 的派出表明日本

宜接杁源芸上輸入中国文化;(3)遣隋使 負有引遊中国文化的使命,実 防上

也魚有在外交哉銭上参与朝鮮半島角逐、提升本国地位的使命;(4)堀 起中

的倭周充満着 自信,官 井不満意作力奈夷地区大国的地位,而 拭團沖出圷 日

本海地区,与 奈亜宗主国的晴朝分庭抗礼;(5)正 是杁遣隋使 升始,拉 升了

日本引送中国文化的薪新篇章,也 正是遣隋使 播下的和子,在 以后的大化革

新中升花錯果。所有遠一切,都 祢志着中日美系的新吋代己鋒来惰。

5.双 唐同奈亜世界形成迂程中来 自中国文化的強烈吸引力和巨大輻射力,

在周迄蛮夷民族中声生了対中央王朝的彊大向心力,正 是迭秤向心力,杓 成

双唐同中日美系不断向前推遊的内在劫力。在上述几秤力量的交相作用下,

7-g世 紀日本在政治体制和文化面貌方面友生了巨大的変化,国 号変了(洋

下),在 奈亜世界中的国防地位変了,在 中原王朝心 目中的形象也得到根本

改規。値得注意的是対日本的坪イ介的変化。升元十九年(731)唐 玄宗致新

夢呈徳王救鵠,称"三 韓善令区,吋称仁又之多……文章礼牙,同 君子之夙"



;升 元二十五年唐玄宗又称"新 嬰号力君子之国,頗 知弔う己,有 炎中隼"。

朝鮮的文化在奈夷渚族中素称友迭,迭 祥的褒揚井不足怪。《躾日本妃》巻3

所載大宝元年(701)遣 唐使リヨ国后的振告有云・"唐人i胃我使日、亟同海奈

有大倭国,滑 之君子国,人 民ギ床,礼 又敦行。今看使人,侠 容大浄,自 不

信乎。"又 《奈大寺要景》巻1引 《延房僧景》,載 唐玄宗"加 号日本力有又

礼イ文君子之国,夏 元 日拝朝賀正,救 命日本使可干新夢使之上。"《文苑英隼》

巻471載 張九齢撰 《(唐玄宗)救 日本国王(呈 武天皇)禰 》,升首即有"救

日本国王主明床美御徳,彼 礼侠之国"云 云。又王推 《送晃溢逐 日本国序》

・"海 奈渚国,日 本力大。服呈人之洲,有 君子之夙,正 朔本乎夏吋,衣 裳

同干汲制."上 引四条,中 日史籍各有二条,其 中唐玄宗以日本力礼侠之国,

丙国う己載可相印証,座 属可幸。如果悦唐玄宗的意児代表着唐廷官方的日本

規,那 位称揚 日本力君子国的唐人,以 及朝衡的侍友王錐,則 代表了民向人

士的日本双。那位唐人自称在兄到遣唐使之前,已 多次折悦日本力君子国,

可児迭是当日寸唐人的一般看法。(函唐彩日本国佳,不 曽紀述其文身之俗,也 不

像前史 一味載景t午多有昇干中国的夷豹之夙,鞍 而対遣唐使臣之"好 慎鋒史,解属文,

容止温雅"、"善お(法)",留 学生之"慕 中国之夙",勉 力求学,"好 君籍","所 得錫

番尽市文籍澄海而逐",多 有載述。)上述表明,至 退在唐玄宗吋代,日 本后起

宜追,己 与新嬰同被視力礼侠君子之国,被 唐朝力中心的奈亜文化圏所接幼。

逮是双唐同中日美系及其友展的一ノト重要成果,同 吋也林志着奈亜世界的最

后形成。

6.森 所周知,朝 鮮半島和 日本列島量然同属隋唐 奈亜世界,但 二

者的政治身粉是不同的。朝鮮渚国,包 括銃一了半島的新夢,一 宜

是唐朝的朝貢国,日 本却一反階以前主劫要求大陪政枚珊封的佑銃,

始柊独立干隋唐 的珊封、覇摩体制之外。尽管朝鮮的蕃属和日本的

独立,有 吋不迂徒存名又,但 遠祥一不中名又イ乃能大体反映出丙国与

隋唐帝国的実隊美系及其差別。余所周知,在 天宝十二載(753)長

安大明宮含元殿的朝賀大典現場,日 本遣唐使曽与新夢使市争席次,

井以日本使情的腔利告終。由子此事仮児干日本史籍,中 国方面全

元妃載,因 而其真実性受到了辰疑。此事的鋼市也杵不尽真実,但

官既児干 日本使情回国后的扱告,又 被邦重載入 日本国史,至 少真

実地反映出 日本対 自己在奈亜国防秩序中的位置和名又,是 何等的

美注与重視。据 《日本需多己》・巻26芥 明天皇五年(659)七 月戊寅

条引 《伊吉達博徳有》,載当年国十月二十九日,遣 唐使"馳 到奈京,

天子在奈京。三十 日,天 子相児同楓之。……十一月一 日本,朝 有

冬至会,会 日亦期,所 朝渚蕃之中,倭 客最肚。"所載遣唐使在洛阻



的活劫,就 吋向 、場 景而 言,可 得到 中国文献 的 印i正,而 且迩 可 以

証之 以室海 《性 昊集 ・力大 使与福 州規察使 需 》。又 《旧唐 招 ・礼

侠志三 》,升 元十三 年(725)十 一 月,唐 玄宗封 禅干泰 山,事 隼后

在御帳 殿受朝期,"戎 秋蛮 夷莞胡朝 献之 国"的 使市"威 在位",有

美的席次 安排 如下;"突 厭頷 利友,契 丹 、契等王,大 食…… 日本 、

新夢 、革末革易之侍 子及使,内 臣之 番,高 雨朝鮮 王,百 済帯方 王…… 。
"在 遠 祥一イ・庄平 的礼典上

,使 者 伯 的席 次安排 星然 是鋒道慎 重考

慮 的。 日本排 在新 夢之上,第 一介 理 由庄 該是三 十年 后 日夢使 市争

長吋 日使所提 出的理 由,"自 古及今,新 夢之朝 貢 日本 国久　 。"其

次則庇 是 日本 与唐 井元朝貢 美系,力 絶域 之故 国 。至 干亡 国 己久 的
"高 雨朝鮮王"

、"百 済帯方 王",量 有王 名而元 国土,寄 人 篤下,己

属"内 臣之番",故 列在 日本 、新夢之后 。又 据 《鎮 高僧佳 ・経慈藏

佑 》,唐 太宗 、高宗吋代,新 夢国"毎 年朝 集位 在上蕃,任 官游践井

同隼夏"。 当吋唐 、夢双方 力対 抗高雨,美 系扱力友好,新 夢甚至改

杁唐朝 正朔和 衣冠制 度,宕 在朝集 吋位居 第一,庫 属事 実 。朝 集使

的位 次,与 唐朝和各 国同的美系 以及特 定的 国防形勢,都 有美朕,《鎮

日本紀 》所載 唐夢使 市争長 事件,量 因史料 有 岡唯 以定槍,但 不宜

筒単地視作室穴来 、夙。(《入唐求法巡礼行i己》巻1升 成四年(839)二 月廿七日

条,妃 乗了圓澄所述当年正月唐廷"会 集渚蕃"的 情況,"忌 五国,南 照(沼)国 第
一立,日 本国第二。自余皆王子,不 着冠,其 形体屈丑,着 皮毬等。"当吋唐朝力了

牽制吐蕃,扱 力杯柔南沼,美 系友好,升 成年向南沼曽達鎮朝貢,故 列南沼第一。看

来迭次日本使者没有就席次提出抗蚊,但 杁圓澄的鞍述和圓仁的妃載,傍 可児其盆懲

之情。)

7.争 長事件 明礁地 反映 出 日本力 圏与 中国保持対 等外 交 。丙唐 弗

《日本佑》称 日本 使者"多 自衿大",以 及森所 周知的中 日国禰事件,

都 具有相 同 的背 景 。実防上 日本改 国号 同題,亦 与之有 美 。倭 国何

吋何 原 因改 国号力 日本,史 元 定悦 。(美子改国号原因,《旧唐鵠 ・日本働

凡三悦,(1)"日 本国者,倭 国之別神也。以其国在日迦,故 以日本力名。"又列二秒

別悦、(2)"自 悪其名不雅"而 改。(3)原 名日本的小国呑井了倭国之地,イ乃沿用其

旧号日本。鋼鋒其文,旧 鵠的第三悦和第一悦庇合而カー。《新唐需 ・日本佳》提出

丙説、(1)"后 梢刀夏音,悪 倭名(不 雅)",又 以"国 近日所出"(引 日本"使 者自言
"),遂 改国号"倭"力"日 本"。(2)倭 国兼井了原名日本的小国,遂"冒 其号"称

日本.新 鵠第二悦与旧椙第三悦正好相反。)丙唐需美干 日本改国号原因,実 列

三悦,(1)列 島上小国日本(以 其国在日迫故名)呑 井倭国后沿承旧号;(2)

倭国自悪其名不雅而改号日本(以 国近日所出故名);(3)倭 国兼井小国日



本后冒称其号.美 干何吋改国号・中日史籍亦元礁載・只有朝鮮的 《三国史

范》将日本改国号明碗系干新夢文武大王十年即公元670年 ・但咳彩成IS甚

晩,此 条祀載又得不到中、日文献的印証。

日本最古的丙部史需 《古事祀》和 《日本弔妃》,前者公元712年 成需,

但毛中"皆 用倭字,絶 元日本字"(《 大日本史》"修大 日本史例"),后 者720

年成R,遂 以"日 本"名 需。愴者据以推断,改 日本国号的肘同,庖 在公元712

年至720年 之同。迭祥的推断是有一定根据的。

《旧唐IS》 井列倭、日本二佑,前 者妃事察干貞双二十三年(649),后

者始干武周長安三年(703),愴 者据以推槍改日本国号的吋同,庫 在公元

649.703年 之伺,亦 即高宗、武后銃治N代 。但込有一条資料値得注意。《史
范・五帝本多己・虞舜多己》"奈長、鳥夷"句,張 守苗 《正又》云、"《括地志》

云、`… …又倭国西南大海中島居凡百余小国,在 京南万三千五百里。'案,

武后改倭国力日本国."同 わ 《夏本多己》"島 夷卉服"句 《正文》又云:"又

倭国,武 皇后改日日本国."張 守市力唐人,所 著 《史妃正又》成有干升元

二十四年(736),肉 武后吋代不近,加 之当吋中日交流頻繁,因 此他在 《正

又》中函次指出武后改倭国力日本国,不 庇元据。量然 《正文》此条也不兄

干其他記載,但 官対干上述 日本改国号的吋向庄在高宗武后吋期的推断,是

有力的佐証。

又陳西坊史博物棺10月10日,宣 布首次友現 日本留学生墓志,凡12行171

字,志 首称"公 姓井,字 真成,国 号日本,オ 称天級"云 云(弥 奈民 《遣唐

使墓志叢劫日本》,《人民日振》2004年10月13日 第三版)迭 是迄今力止世界

上友現的最早出現"日 本"国 名的宴物資料。井真成卒子唐玄宗升元二十二

年(734),据 考,他 是升元五年(717)随 第八次遣唐使団抵迭中国的,与 阿倍

仲麻 呂和志各真各年齢相彷井一道来隼。迭方墓志,対 干上述 日本改国号庇

在712-720年 之向的推測,是 更有力的実1正。

根据上述,筆 者対干日本改国号的同題,有 如下臆測,倭 国正式定号日

本,似 庇在公元712-720年 同。但"日 本"国 号的出現和行用,可 能更早,

至退庇当始干小国日本兼井倭国或者被倭国兼井之吋.遣隋使 所帯日本国需,

国王自称"日 出赴天子"或"奈 天皇",就 有故意避升倭国国号的嫌疑.《 日

本需妃》大化元年(645)七 月丙子条所載日本国王姶高雨、百済的沼is,B

作"明 神御宇日本天皇沼旨",量 有可能是 《需多己》作者追改,但 也不能排

除当吋日本的外交文件対本国国号的称呼別有体例。高宗武后吋期至玄宗升

元四年(716),日 本派出多批遣唐使,双 方交流頻繁,可 能最初是使臣イ「]"

自悪倭名不雅",因 而改称当吋己鍾出現的"日 本"国 号,所 以也有可能是

武則天接兄遣唐使吋提双修改(地 曽来 自宴清大宝元年遣唐使臣朝臣真人)。

据以提汲改号日本国。后来倭国正式定号日本張宇市遂以力是根据武后提以



所改。据 《唐令拾遺朴》,《大宝令》"沼 鵠式"有"(明 神)御 宇日本天 皇沼

旨"条,《 令集解 ・公式令》引 《古范 》経云:"御 宇日本天皇沼旨,対 郭

国及蕃国而沼之辞......."据 上引 《日本弔妃》大化之年七月丙子条所載

条 日本国王給高雨,百 済沼弔,可 知当吋日本対夕卜国需中,国 号己作日本.

公元701年 制定的大宝律令規定"日 本"力 対夕卜的国号,大 概此后不久,日

本作力国号被正式碗定下来,井 反映在 《日本有多己》的編撰中.日 本何吋改

国号,量 因史載囲略,ヌ住以定漱,但 可以肯定的是,宅 同祥体現了日本蜴力

多住扮本国外交地位的用心,遠 也是長期以来中日交流迂程中深受隼夷意枳影

ロ向所致。

8,双 唐同中日丙国長期保持通使往来,双 方都有着明礁的政治目的,如 日

本方面,需 要杁大陪政板的朋封中,荻 取銃治日本列島以及争寺朝鮮半島的

合法性資源,中 国方面,需 要菅造万方来朝的太平盛世形象,提 高王朝的正

銃地位。隋唐 吋期,中 日之同的頻繁交往乃至兵戎相見,元 不与双方的国家

利益和奈亜国防形勢仮美。量然双方起初交往的目的不在干文化交流,甚 至

文化的引遊和交流都是服各干特定的政治目祢,但 遠一千年的交往史留姶后

人的,最 珍貴的逐是文化遺序。対干中日交流史,筆 者是口外汲,之 所以撰

此短文,就 教干各位,込 在干双唐同一千年之久的丙国交流,在 丙介民族的

思想感情深赴,留 下了許多美好温馨的范恒,也 流淀着許多意味深長的往事,

値得我伯回味和記取。男一方面,如 上所述,双 唐同的中日美系及其友展,

是以奈亜世界的形成力背景的,因 此双方交流的辻程、内容及其友展,以 及

友展演変這程中的鑑毅与挫折,不 仮属干中日丙国的坊史,而 且也是属干整

全奈亜世界的坊史,后 人有責任杁真清理和反思。

魏 晋 南 北 朝 時 代 に お け る

世 界 秩 序 の 変 動 と 古 代 日 本

川 本 芳 昭

倭国女王卑弥呼による二三九年における中国の魏への遣使は、諸葛孔明

と司馬仲達 との間で行われた五丈原の戦いののち勢力を強めた魏が、遼東

に拠る公孫淵を討ったことと密接に関係 している。倭国はその後、魏を継

いだ西晋にも遣使するが、その西晋が八王の乱や五胡の侵入によって崩壊



すると中国への遣使を取 りやめる。そ して南北朝時代が開始される直前の

四一三年、倭国は西晋への遣使以来、実に一四七年ぶ りの沈黙を破って中

国への遣使を再開する。こののち南朝の宋 との間に密接な交渉が展開され

るが、その宋が北魏の攻勢を受け弱体化すると、再び中国と倭国とは百年

以上に及ぶ長い外交関係途絶の時代へ と突入 してゆく。そして途絶が再び

解消されるには、南北朝時代を終息させて中国を再統一した晴の勢威が朝

鮮半島に及ぶ、七世紀冒頭をまたねばならなかった。

かように古代 日本は大陸の政治情勢に敏感に反応 し、大陸にある国家 と

交渉、断絶を繰 り返 した。その反応がいかに微妙な点にまで及んでいたの

かは、例えば遣隋使 の際、 日本が中国に譲歩する形で天子と名乗 り、さら

にそのことをも唇められて天皇号の採用に至っている点などに如実に表れ

ているといえる(こ の点については昨年度のCOE報 告会において報告、

その後 『史淵』一四一輯に 「隋書倭国伝と日本書紀推古紀の記述をめぐっ

て」として発表)。

所謂魏晋南北朝時代にあっては中国との間で冊封関係(朝 貢関係)を 結

んだ周辺諸国のリーダー(こ うした存在を外臣という)が 、中国王朝の爵

位のみならず官職をも受けて中国王朝の臣下(こ うした存在を内臣という)

となるとい う現象が見られた。倭国王が王号のみならず将軍号や都督号を

与えられていることなどにもそ うした現象が端的に示 されているが、それ

はこの時代における中国の王朝権力の弱体化と、中国王朝がそうした状況

を踏まえつつ周辺諸国をその体制へと取 り込こもうとした意図の存在とに

よって促進されたものである。

しかし、一方でこれを胡族をはじめとした諸民族の側から見たとき、そ

れは諸民族の自立への動きと併行するものでもあったのである。

五胡の侵入はすでに述べたように、その後、北魏の拡大へ と展開し、北

魏の拡大を催れた宋は北魏を封 じ込めるための国際的包囲網の形成を企図

する。四五〇年、北魏の世祖太武帝は五十万の大軍を発 して江南に拠 る宋

を攻め、長江の北岸にまで達 した。そのとき、太武帝が宋の太祖に親書を

送 り、その中で、「この頃、関中で蓋呉とい う人物が反逆 し、朧右の地の

氏や莞を扇動しているが、それはお前が使いを遣わ して誘っていることで

ある。・・… ・またお前は以前には北方の茜茜(モ ンゴル高原にあった柔然

のこと)と 通 じ、西は赫連(一 六国の一 ・夏国を建国 した匈奴 赫連氏)、

蒙遜(河 西地帯にあった匈奴 ・沮渠蒙遜のこと)、吐谷渾(中 国の西部 ・

青海省の地にあった鮮卑)と 結び、東は漏弘(十 六国の一 ・北燕の主)、

高麗(高 句麗)と 連なった。凡そ此の数国は、我みなこれを滅 した り。(『宋

書』索虜伝)」 と述べているのは、南朝の宋の時代におけるそ うした動き



の一端を示 している。

しか し、こうした包囲網は時代を下るに従って徐々に突き崩されてゆく

のである。上で見た四五〇年における北魏の南侵は、そうした状況を決定

づける上で大きな役割を演じることになった といえる。

この南朝を中心 とした政治体制の衰退は、山東半島の喪失とい う面にも

端的にあらわれている。いわゆる倭の五王の時代の山東半島は、倭国をは

じめとした東夷諸国の南朝への使節派遣において、その中継地点として極

めて大きな役割を果たしていた。そして、四一三年から倭国の南朝への使

節の派遣が始まるのも、東晋の将軍であった劉裕がその地にあって鮮卑慕

容部が建国していた南燕を滅ぼし、山東の地を領有 したことと関連する。

ところがその山東半島の地は、四六九年正月以降、今度は北魏の領有する

ところとなるのである。

それまで南朝領であった山東半島を手中に した北魏は、早速その経営に

乗 り出す。すなわち、その翌年(北 魏皇興四年)に は山東に新たに光州と

いう州を設置 し、その五年後の延興五年(四 七五)に は軍鎮を置き、その

支配を一段 と強化 しているのである。以後北魏はここを基地 として南朝へ

朝貢する東夷の船舶を厳 しく監視するようになる。

そのため、東夷の諸国か ら南朝へ送られた使節や南朝か らの答礼使が、

山東の沿岸で遊ざする北魏の船舶によって拿捕 されるとい う事態まで生じ

るようになっている。また皇興三年(四 六九)二 月には、柔然、高句麗、

庫莫奨、契丹等の北アジア、東北アジアの諸国が相継いで北魏に朝貢す る

が、これ ら遣使は北東アジア地域の諸国が南朝に朝貢する際のセンターと

しての役割を果た していた山東の地がその前月に陥落 したことに触発 され

たものである。 これは逆に見れば、山東半島が魏領となることが東夷諸国

にとってどれほど重大な意味をもつものであったかを示 している。

つまり、この五世紀の後半の時点で、南朝が目指 した国際連携のもとで

の北朝の封 じ込めとい う施策は、その東部戦線においてはその連環が断ち

切 られたことがわかるのである。

また、当時、西部の吐谷渾や河西回廊の勢力、さらには北方の柔然の勢

力などとの連絡に大きな役割を果た していたのは長江上流の四川の地であ

ったが、この地 も長い南北抗争の末、南北朝の後半には北朝の勢力の傘下

に組み込まれることになる。それは西魏廃帝二年(五 五三)の ことであっ

たが、この とき江南は侯景の乱によって生 じた混乱の中にあった。当時、

征西大将軍 として四川の地にあった梁の武帝の八男である武陵王紀は五五

二年八月、軍を率いて東下し、湖南の地を図ろうとした。また当時、湖南

の地には武帝の七男である湘東王繹(後 の元帝)が いたが、彼は憂慮 して



救いを北方の西魏に求め、四川の地を背後から撃つことを求めた・これに

対 し西魏では将軍尉遅　を派 して四川を討つ計を定め・翌年三月・軍を起

こす。武陵王は防戦に努めたが、結局八月成都は陥落し・四川は西魏の領

有に帰 し、南朝は対北朝の国際戦略上の重要拠点である四川の地をこうし

て喪失 したのである。

このような流れを受けて、南北朝時代は最終的に北朝最後の王朝である

晴による中国再統一へ と帰結 してゆく。このことを南朝の側か ら見るとき、

それは南朝を中心 とした世界システムの崩壊を意味 していたといえるであ

ろ う。

北朝の拡大、隋唐帝国の出現は、南朝のみに影響を及ぼしたのではない。

先に取 り上げた北魏太武帝が宋の太祖に送った手紙にも見えるように、そ

れまで南朝と連動、あるいはその傘下にあった柔然、吐谷渾、雲南饗蛮(雲

南にあった南蛮勢力)、 高句麗、百済などの諸勢力は、唐代にかけて相継

いで滅亡する。一方で、それ ら諸勢力の背後にあって勢力を蓄積 してきて

いた突厥 、吐蕃(チ ベ ットで興起)、 南詔(雲 南で興起)、 渤海、新羅、日

本などが興隆してくるのである。

こうした動きを大局的に見た とき、魏晋南北朝時代は、漢か ら魏晋南朝

へ と受け継がれた世界秩序と、それまでの華夷関係の変質の中から出現 し

た五胡十六国、北朝、隋唐 によってになわれた世界秩序が、相克 し、最終

的には前者から後者への転換が生 じた時代であったとい うことができる。

そ してそ うしたなかにあって東夷の小国 としての倭国は、魏晋南朝によっ

て担われた冊封体制から自立 し、自らを中華 とす る秩序を形成するように

なってゆく。一方、同じく夷狄 とみなされていた五胡も自己を中華 とみな

すようになり、胡漢の融合を経て最終的には隋唐帝国による世界秩序をう

ち立てることとなるのである。 この点は一方が中国内部において、一方が

中国外の 日本において生じた現象であるとい う点では相違するが、いずれ

も漢魏晋的秩序の中にあって夷、胡として位置づけられた勢力が、そ うし

た体制を突き崩 し、中華を標榜するようになるという点で歴史的軌跡を同

じくする現象であるということができるのである。

こうした同軌現象は、倭国が大陸の政治状況に敏感に反応 していたとい

う点以外にも表れてお り、倭国や朝鮮の国制の レヴェルにまで及ぶもので

あった。

倭国は当初、南朝宋の皇帝から安東将軍、安東大将軍に任ぜ られ、安東

大将軍府を開いて中国を中心 とした華夷秩序に参入 しつつ古代国家を建設

してゆく。そしてそ うした展開の中から形成されてくる天皇を中心とした

華夷秩序は、そののちの 日本人の世界観を大きく規定するものとなるので



ある。

その事例を、我々は蝦夷を東方に住む夷狄(東 夷)と し、それを鎮圧す

るために日本版の皇帝である天皇に任命 された征夷大将軍が将軍府を開く

とい う政治構造、京都を洛陽と呼称する構造、安土桃山時代に日本に来航

するスペイン人などを南蛮と呼称する世界観、幕末、東方か らやってきた

夷狄であるペ リーを尊皇懐夷の名の下に追い払お うとした思潮の沸騰など

にみることができるのである。

日 本 白 村 江 之 哉

政治決策与軍事行劫

韓 昇

1.先 行 研 究 的 再 探討

白村江之哉是奈亜世界形成史上的一次重大事件。日本力什広要出兵百

済,其 立場和利益何在?

美干白江之哉的研究,日 本学者起歩甚早,最 重要的研究是池 内宏友表

干1932年 的長篇槍文 《百濟滅亡後の動乱及び唐 ・羅 ・日三國の關係》,后

来 日本学者友表了不少研究 白江之哉的愴文,但 基本上没有超出池内宏付槍

的萢囹。1945年 以后,日 本史学界対軍国主文吋期的史学遊行深刻的反思和

批判,石 母田正 《槍古代的帝国主又》呼旺学者杁奈亜世界的角度重新杁沢

白江之哉的坊史意又,得 到枳扱的ロ向庄。就白江之哉本身的研究而言,最 重

要的成果有八木充 《百濟の役 と民衆》,指 出参哉的 日軍力地方豪族各自統

艸的武装,耕 湊而成,没 有垂宜的指揮系銃,所 以,失 敗是唯免的。此槍一

出,反 ロ向甚大,几 乎成力定槍。鬼訣清明 《白村江の戦いと律令制の形成》

和 《白村江》,肯 定了八木充的規点,但 也提出修正,杁 力日軍編制庇是按

照出兵吋同区分的。笠井倭人 《白村江の戦いと水軍の編成》,則 分析日本

水軍的組成情況。然而,杁 八木充以来美子日軍編制尋致哉敗的見解,我 以

力是大有疑向的,故 干此提出新的分析槍涯。

2.日 本 与 新 夢 、 唐 朝 美 系 的 鷲 変



日本是島国,其 友展端頼干同大陪的朕系,荻 得大陪的資源、人オ,吸

枚文化制度。其与大陪交往的主要通道,就 是朝鮮半島.甚 至可以悦,朝 鮮

半島是日本的生命銭。

自古以来,日 本就不断侵蓑朝鮮南部,謀 求荻得一介穏固的立足点,成

力通向大陪的析失墾。日本対南朝的夕卜交,就 是園窺争李対朝鮮半島南部国

家的控制枚而展升的,由 干未能迭到目的,故 日本中止了同南朝的国交。晴

朝建立之后,日 本主劫派遣使者到晴朝,甚 至向晴朝学刃政治制度,在 国内

推劫改革。此友好美系延鎮到初唐。日本同隋唐 的交往与前期相比,友 生了

如下変化,亦 即一方面同隋唐友好。男一方面,不 希望隋唐 介入其与朝鮮的

美系。

唐太宗晩期到高宗吋期,当 新嬰完全倒向唐朝之后,朝 鮮南部国家向的

劫恣平衡格局就要友生重大変化,日 本対此保持高度警蜴和防各。651年,

新嬰国内実行唐化改革后,其 使者前往 日本,却 遭駆逐,尋 致函国美系大大

悪化。日本遠反国交礼侠,粗 暴対待新夢使者,不 惜悪化爾国美系,井 不是

反対隋唐 制度文化,而 是反対新夢将唐朝引入朝鮮半島南部。唐朝与新夢的

朕盟,必 将大大限制日本在朝鮮南部的活劫空同,加 速日本被劫地納入唐朝

的国防美系体制当中。至此,日 本与百済、高句而在抗衡唐朝勢力遜入朝鮮

半島上,多 了一屠共同利益。由此可知,后 来日本出兵百済而与唐朝正面交

哉,是 一奈合理的演変皓果,完 全是基干日本自身的利益,而 不是因力百済

同日本的友好美系。

3.日 本 参 哉 前 的 准 各

在逮和形勢下,唐 朝天百済,自 然引起日本的高度累張。660年g月,百

済迭率沙弥覚到日本,扱 告百済天亡,鬼 室福信率残部抵抗的消息。10月,

鬼室福信派人将一百多名唐朝俘虜送到日本,清 求 日本出兵増援,井 清送迩

在 日本的百済王子扶余車璋,立 力新君。日本芥明天皇同意百済所清,升 始

整軍各哉,建 造船只,担 攻缶新夢。芥明天皇移居唯波宮(今 大阪市),坐

領海港。翌年正月,吝 明天皇来自出功,自 海路鐙吉各大伯海(今 図山具邑

久郡),伊 豫熟田津(今 愛媛具松山市),三 月抵込北九州那大津(今 福図具

福図市博多),建 立磐瀬行宮。五月,迂 居博多海迫的朝含橘　庭宮,撰 出
一付決哉的架勢。就在遠ノト吋刻,友 生了一件常被忽視的事情,那 就是唐朝

経放了拍押在長安的日本使者,自 越州送回日本。迅速経放,是 力了能赴上

四月的季夙。因此,放 回日本使者,是 唐朝他佃佑通信息。其具体内容,史

元佑文,不 得其洋。杁后来局勢友展推測,庇 咳是佑迭唐朝元意遊攻日本,

甚至可能是争取 日本。



芥明天皇移駐博多后,井 未立即采取軍事行劫,七 月,死 干朝食宮。天

智天皇即位,十 月回到唯波。杁天智天皇即位到663年 与唐朝哉干白江,《日

本弔紀》的杞載多有混乱与可疑之処,迭 里根据現存唐朝、朝鮮和日本三方

的范載,将 日本在此期同的行劫作一整理。

天智天皇麩位后,暫 吋停止了出兵汁剣。前面考証的唐朝送回日本使者

伊吉博徳帯回唐朝的信息,対 干 日本最高決策,庫 咳起了重要作用.逮 期同,

日本主要遊行丙方面的工作=

第一,是 在軍事物資上支援高句雨和百済反抗勢力。通這支援百済反抗

勢力,使 唐朝和新夢唯以迅速平定百済,以 争取吋同,双 察形勢,留 下決策

的遊退空同和介入的析訣墾。

第二,枳 扱整軍各哉。

(1)日 本参哉的将領主要力京畿地区出、身且出仕干朝廷的豪族,且 多与水

軍深有美系。但是,他 伯銃率的士兵来 自全国各地,可 知征兵在全国萢

囹内宴行。値得注意的是上述京畿豪族 以外,井 未児到地方豪族的高級

将領。遠悦明来 自地方的兵士庫編入 日本逸征軍中,而 不是作力独立的

地方武装参哉。因此,前 述八木充、鬼失清明以来所滑 日軍由地方武装

互不銃属地投入哉場,各 自力哉的双点,唯 以成立。

(2)建 造大批哉船和祷造兵器,儲 各軍根。

杁660年 唐朝天百済到663年,近 三年的吋同里,日 本最高当局一宜

在盈算是否出兵 以及力什広出兵的向題。故其出兵是雷声大雨点小,采

取施延哉木,辻 百済反抗勢力、高句雨同唐朝、新夢双方去排介弥死我

活。

姑在日本的立場,有 丙杢至美重要的同題不能不考慮,首 先,唐 軍出現

在百済,匂 対日本抱有故意的新夢朕盟,将 使日本失去在朝鮮南部的利益,

故日本要争。其次,朝 鮮哉火将来会不会遊一歩焼到日本,也 是元八預料的。

杁遠丙介方面来看,天 智天皇量然改変吝明天皇的激遊政策,但 肯定始終在

規望形勢,杁 未打消軍事介入的方案。在軍事介入的考慮上,哉 場的形勢対

干日本的決断十分重要。如果唐朝迅速取肚,日 本也就唯以描足,同 題是唐

朝在南北丙銭,均 未能取得決定性的肚利,便 使得 日本既厭欲試。

在迭ノト吋候,情 扱是非常重要的。但是,杁 《日本有紀》范 載分析,日

本朝廷荻得的情扱相当混乱,軍 臥慌扱軍情,恐 伯是存在的。例如前述662

年日軍堅守疏留城,分 割唐軍与新夢朕狢之美,是 ノト例証。男一方面,百 済

和高句雨也用各秤方法倣 日本的工作。百済不断将唐軍哉俘送到日本来,元

非是振功和堅定 日本出兵信心。高句雨也在劫員日本,661年12月,向 日

本慌扱哉績,鼓 励 日本尽早出兵。在不宴情振影ロ向下,日 本低枯了唐朝的軍

事能力,杁 力有机可乗,逮 元疑是促使其作出参哉決断的重要因素.



日本出兵要迭到什広目的呪?分 析 《日本需多己》含混而矛盾的范載,可

以看出,日 本朝廷対此同題頗有分岐,主 要有丙和,第 一介方案是乗机攻略

新罪。迭是日本朝廷一派人長期的夙慮。因此,唐 朝天百済的消息佑来,日

本朝廷首先想到的就是攻掠新夢。此后,避 攻新夢成力出兵的方案之一。

663年3月,日 本大規模出兵朝鮮,然 而,其 軍臥是杁新夢登陪的,而 不

是杁百済反抗勢力控制的地帯登陪。杁三月登陪到八月決哉子白江,宝 貴的

五介月吋向,日 本都在攻略新夢,辻 唐朝和新夢軍臥得以集中,唐 朝援軍ヨ小

仁師部得以赴到,以 逸待芳,大 破一路鷲哉而来的日本、百済朕軍。

日本学木界対干 日軍在 白江哉敗的原因,一 般リヨ錯力 日本軍臥的組成,

亦即日軍由各地豪族武装幅吋組合而成,没 有銃一的上級指揮机杓,遭 遇組

銀平密的唐軍,当 然失敗.逮 几乎成力定槍。如前所述,日 軍碗実是杁各地

征召而来,将 領之向的坊凋,会 有些向題。但是,杁 《日本鵠多己》把載可以

看出,首 先,日 軍部臥分力前、中、后軍三介哉斗序列,各 有正副将軍二名,

忌兵力二万七千人,若 平均分力三部,則 毎部九千人,込 是合理的,也 有上

下指揮系銃存在,故 不能悦成是鋏乏組銀的島合之森。其次,近 三万人的部

臥,在 一介方面友劫突装,是 強大而有力量的,大 有成功把握。日軍越海而

来,哉 役友起的吋同、地点都唯以預料,防 不肚防。因此,哉 役的主劫枚実

防上掌握在 日軍手里。再次,唐 朝在朝鮮南部的兵力不大,オ 会被百済反抗

勢力長期囹攻,ヌ艮唯据守。也就是悦,唐 軍不具有兵力仇勢。因此,日 軍失

敗的美鍵在干哉略指揮措涙。如果日軍杁日本宜接在白江一帯登陪突裏,与

据守周留的百済主力会合,則 形勢殊唯預料。

然而,日 本出子対朝鮮南部利益的扶著,短 視地将庇力突裏性的攻缶,

変成杁次要哉場友起的推送式遊攻,一 路攻城掠地,完 全喪失哉役突嚢性仇

勢。唐軍得以掌握日軍劫恣,不 与遠股日軍作哉,主 力集中干周留城,全 力

包圃遠里的百済反抗武装,圃 而不攻,分 断故軍,集 中兵力,園 城打援。昆

然,刻 仁軌己鋒料定 日軍必来,早 己平降以待。可見 日軍自奔仇勢,哉 略失

俣何其戸重。此吋,日 軍己元肚算。

日本出兵的第二介方案,是 出兵百済,扶 植所杁干日本的政枚 。日本手

上握有百済王子扶余羊璋,当 然是一張王牌。百済君臣王室被唐軍虜往唐朝

后,扶 余$璋 就成力反抗勢力号召民盒的象征,故 鬼室福信在660年10月

領尋百済残部反抗吋,立 即向日本要求迎回扶余羊璋,以 立力新君。然而,

日本井没有哺庄鬼室福信的清求,而 是美心自己在百済的利益,忙 着給羊璋

4.参 哉 的 政 治 決 策 軍 事 行 劫



授以冠位,妻 以日如,力 的是哉后如何建立和控制百済来 日政枚。一宜等到

662年,オ 扮送■璋回国。

ギ璋回到百済之后,其 、身辿的日本軍将就想寺取福信的領尋板。所以,

車璋与福信的矛盾,宴 防上是日本要寺取百済反抗勢力領尋板的斗争,羊 璋

只不違是介俺儲。日本派遣軍借羊璋余死福信,奪 得了領尋板。但是,大 故

当前却挑起 内江,不 能不使得百済抵抗将士士『沮喪,人 心浜散。

軍事哉略失俣,和 政治上的内江,オ 是決定日本惨敗干 白村将的決定性

因素。

東 ア ジ ァ に お け る

律 令 施 行 域 と 冊 封 関 係
亀趺碑策などを題材として

平 努 隆 郎

東アジア冊封体制は西嶋定生が言い始めた。以来、多くの論者がこれに

関 して検討を進めてきている。

ところが、冊封関係に重きをおきすぎて、西嶋が重視 した儒教理念の問

題 をおろそかにしたり、また、儒教理念のいかなる点が関わるかについて

の誤解が絡んだりしているようだ。さらに言えば、西嶋は、中国皇帝の統

治域の周囲に、同じく律令が根付いた後の体制に関する言及もある。 しか

し、これについては、さほど議論されずにきている。

中国で律令(漢 代 と同じ法体系だ と言っているのではないが)が 根付い

たのは、戦国時代のことである。天下の中に複数あった国家それぞれが法

整備を進めた。それぞれの国家には、天下の中で領有を主張する特別領域

があり、その特別領域は重な り合 う形で存在 しつつも、いずれの特別領域

も天下のごく一部を問題に していた。それぞれの国家領域はその特別領域

の一部であり、いわば畿内の位置づけがなされていたようだ。

このそれぞれが述べる特別領域 とその外 との関係は、現実には国家 と国

家の外交関係になっている。まだ国書のようなものは存在 しなかったよう

だが、それぞれの君主を一尊とする論理 と、国家連合を組む際のや りとり

(縦横家が担 う)な ど現実に即 した関係を構築す る上での相手への配慮が

併存する。 この関係は、中国の周辺国において律令が根付いた後の中国皇

帝 と周辺国の君主との関係を考える上でも無視することができない。



この戦国時代の国家関係は、後の東アジア冊封体制を語る上で、先駆的

に位置づけるべきなのだが、従来、この点は、内臣 ・外臣の問題を除いて

なお ざりにされてきている。

問題の鍵は、自前の律令にある。本発表が律令施行域に注意を喚起す る

のは、そのためである。

本発表では、以上の点を念頭におきつつ、東アジア冊封体制の成立とそ

の後の変容を簡単に述べ、その中に身分制の強い碑石である亀朕碑を位置

づけてみることに しよう。

中国における文書行政の開始は、各国における変法運動に関わる。伝説

によれば、魏の李埋が法経六編を作り、それが法典編纂の嗜矢 とされてい

る。前四世紀後半には、各国君主がつぎっぎに王を称する。そのころに急

速に法令が整備 されるのであろう。

ただし、無論のこと、法令が整備 されてから文書行政が始まるとい うよ

り、すでに開始されていた県の官僚統治において、文書のや りとりが頻繁

になったことがきっかけにさまざまな問題が噴出 し、それに対処す るため

の法典編纂が進んだと見た方がよい。

戦国時代の法典編纂は、戦国時代各国で進んだ。 しか し、官僚が法典の

運用に絡んでお り、かつ、そうした官僚が身の安全を保つ必要から、各国

をわたりあるくことが頻繁にあった。そのため、各国の法典の内容は、す

みやかに他国に漏洩 していたようだ。雲夢睡虎地11号 秦墓出土の竹簡に

は、魏律が引用されている。

国家関係を知るための文書は、『戦国策』のような形態をとって提供 さ

れている。出土遺物である 『戦国縦横家書』な どか ら本来の文書の書式を

推測 してみると、諸国の意志を伝えた縦横家が、各国の王に意見書を提出

するとい う形をとっていたようだ。縦横家は意見を提出した王を 「大王」

と呼び、他の国家君主を 「楚王」・「魏王」な ど国名 と王を連ねて表現 して

いる。ある国家の中央にとびこめば、おそらく王は唯一の存在であ り、他

国の君主は諸侯 としての位置づけがなされたはずである。

つま り、唯一の王を自任する国家君主が天下 とい う漢字圏の中に複数存

在 したのである。

この天下を統一 したのが秦の始皇帝である。

しかし、その後状況が若干変化 した。始皇帝の軍隊は南に進軍し、広東

の地を制圧 したのである。 この結果、天下は拡大 されることになった。始

皇帝の死後、広東の地には南越帝が、また福建の地には閲越王や越の東海

王が並びたった。閲越王や越の東海王の国家で、 どこまで漢字が根付いて

いたかは不明だが、南越は漢族の国家であった。南越は帝の制度 をもって



お り、おそらく律令を整備 していたはずである。だか ら、ふたたび漢字圏

の中に複数の律令国家が成立 したのである。

閏越王や越の東海王の国家と漢 との関係は、後の漢と周辺国 との関係を

語る上での先駆 として位置づけられる。一方が文書行政を整えているのに、

他方はそれがないとい う状況がある。同じ状況は南越と閲越王や越の東海

王の国家 との関係についても言えそ うである。

戦国時代の中華(中 華とい う言葉はまだなく、華夏 ・中国などいくつか

の言い方があった)は 上記の特別地域であ り、それは天下の一部にしかな

らない。その時代の中華 ・夷狄観では、特別地域の中の民 と特別地域の外

とが、王の徳に化する、あるいはそこに王の徳がおよぶ と考えている(徳

化〈『呂氏春秋』勿躬、『韓非子』難一〉や徳沢〈沢はめぐみ。『詩』小雅車

牽序、『韓詩外伝』二、『春秋繁露』十指など〉とい う言葉で表現されてい

る)。

儒教経典(の 祖形)な ど、戦国時代の書物に見える中華 ・夷狄観は、中

華 ・夷狄いずれも天下の中を問題にする。ところが、始皇帝の統一により、

天下はすべて皇帝が直接支配する領域 とな り、その外に夷狄 を設定すると、

それは天下の外を問題にすることになった。戦国時代に天下の中に特別地

域を設定す ることで うまくいっていた説明は、 うまくいかなくなった。

この状況下、緯書の助けをかり、注釈を増補 してあらたな中華 ・夷狄観

をうちたて、儒教経典を利用 しっっ対応できるようになったのが後漢のと

きである。その基礎 は王莽 のときにできあがった。

さて、亀趺碑は後漢の ときに豪族の墓前碑 として始まり、薄葬令で地上

から姿を消した後、六朝時代に復活 した。身分規定性が強い碑石 とな り、

唐のときには五品以上 という、いわば貴族身分の者に建碑が許 された。か

くして、亀趺 碑は、本来天下の内の官僚のランクづけに関わっている。

ところが、東アジア冊封体制は、官僚統治域の外にまで、擬似的な政治

関係を作 り出す。 しかも、その擬似的な政治関係を亀趺碑立碑の上で利用

す る場合 もあった。あくまで利用するだけで、実質は周辺国の国内の官僚

序列を問題に しているのだが、「形」の上では、中国皇帝を巻き込むかの

ものになっている。

具体的に述べれば、中国明朝には、南京に都を置いた洪武帝時代、三品

以上に亀趺碑をゆるす という規定と、五品以上に亀趺碑を許す とい う二つ

の規定の併存状況があった。 しかし、洪武帝の一族を滅ぼして北京に都を

おいた永楽帝以後、五品以上に亀趺碑を許す規定が継承 されることになっ

た。明朝時期の朝鮮王朝では、滅ぼされた洪武帝時代の規定を冊封関係 を

加味して自国に適用 し、二品以上に亀趺 碑を建て させている。一見中国皇



帝に従順そ うに見えて、実際は滅んだ王朝に義理立てする 「形」を作 り出

している。また、清朝時代になると、朝鮮王朝では、上記の規定に加え、

墓葬一般に明の最後の皇帝たる崇禎帝の死後何年になるかとい う年代(崇

禎紀元)を 刻するにいたった。 これ も滅んだ王朝に義理だてする 「形」で

ある。

朝鮮王朝に先行する高麗王朝では、仏教王国高麗の官僚たる仏僧の位階

を問題に した。僧階の五位以上に亀趺碑の立碑を許 したのである。この場

合、立碑の基準は完全に高麗国内を問題 にしている。頂点に立つのは高麗

王である。

日本では、大化の薄葬令以後、大型の墓葬も墓前碑 もなかった。江戸時

代になると、大名たちが大型墓葬 を営むにいたったが、それらはみな 「お

家」の墓葬であり、大名相互に独 自性 を競い合った。その独 自性ある墓葬

の一環として、亀趺碑が建てられ る。 しか し、その際の立碑の規定は、三

品以上を何の文句もない建て方ができるものとし、五品以上は仏教寺院の

ために建てることを名 目とするなどの方便を併用するものであった。この

場合の品階は、一部は律令官位であ り、一般的には武家官位であった。頂

点にあるのは 日本の天皇である。

大名たちは、亀趺碑を建てることを名 目にして 「お家とりつぶ し」のネ

タにされることを恐れており、その恐れは東アジア規模で中国皇帝との関

わ りをも意識するものであった。

自前の律令(日 本の武家法を含む)が できあがった後の東アジアを含め、

その律令施行域を特別に扱 う理念がある。その理念の基礎にあるのは、儒

教経典に代表 される中華 ・夷狄観であり、みずからの統治域を中華(に 相

当する特別地域)と 規定す る。

しか し、戦国時代の国家 ごとの中華 ・夷狄観は、漢代の周王朝を歴史的

に一尊 と位置づける中華 ・夷狄観の下で封印されてわからなくな り、周辺

国の自らを一尊 と位置づける中華 ・夷狄観も、中国皇帝の下で編纂された

史書の中では一顧だにされていない。無視されたり、一顧だにされないな

どの事情はあるが、存在 したのは歴史的事実である。

現代世界は、とりあえず平等互恵の国家関係があるべき 「形」になって

いる。歴史的に、一尊が複数併存する状況は、事実の裏付けがあるだけで

なく、平等互恵を基礎 とす る現代の 「形」に準 じて論じ得ようが、特定の

国家を一尊 とする 「形」は、多分に架空の理念を含むだけに、そのままの

「形」た りえた方がいいのかどうか、今後 さまざまに議論 してはいかがだ

ろうか。


